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 昭和 59 年度～63 年度に由岐沖人工礁漁場造成事業で施工された魚礁の効果判定に資するため海況調

査および魚群量調査を行った。 

 

1 調査方法 

 1) 調査期間：平成 2 年 5 月～平成 3 年 3 月の間毎月下旬に 1 回実施した。なお,8 月は荒天のため欠

測した。 

 2) 調査項目：一般気象および海象,水温,実用塩分,流況（日本無線製ドップラファインダー）,水色,

透明度,プランクトン採集（丸特ネット 80m 鉛直曳）,卵稚仔採集（丸稚ネット船速 4ノットで表層 2.5

分水平曳）,魚群量（日本無線製湿式魚探により船速 5Kt で定線上を航走）,操業状況調査 

 3) 調査定線：図 1および図 5参照 

   

図 1 魚礁位置 



－2－ 

2 結果の概要 

 1) 海況 

  魚礁群のほぼ中央にあたるSt.8での観測結果を表1,水温,塩分の推移を図2,3に動物プランクトン

の出現状況を表 2に示した。 

  周年水温は最高温期と思われる 8 月が欠測のため不明であるが,表層で 11～25℃前後,底層で 13～

20℃前後で経過しているとみられる。塩分は 9 月の台風による影響のように 30 台まで低下する反面

沖合水の差し込みがみられた場合は 34 台となるように変動幅の大きい海域である。 

  “流れ”は図 4に流向－流速関係を示したように,5m 層の流向は 12月に東北東流が観測された以外

は200°～300°の範囲即ち南南西～西北西の間が多く,流速は12,3月に1ノット以上の強い流れがみ

られた。20m 層の流向は 5m 層とほぼ同じで,流速は 5m 層に比べ全般に弱くなるが 12 月は 1.4 ノット

と 5m 層より強くなっている。50m 層の流向は特定の方位に偏せず全方位がみられた。流速は 6,7,9,1

月以外は 0.3～1.3 ノットの比較的速い流れが観測されている。 

 

   

図 2 St.8 の水温推移 

   

図 3  St.8 の塩分推移 
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図 4 流向－流速関係 

 

 2) 魚群の分布および操業状況 

  図 5～14 に定線航走時の魚探反応による魚群状況を示した。 

 （5月） 

  魚群分布状況は St.1～15 までの全区域で中・低層に魚群反応がみられ,特に魚礁近辺では蝟集反応

がみられた。操業状況は St.1 付近で 1隻,St.3 付近で 4隻,St.5 で 5 隻,St.5～6 の間で 1隻計 11 隻

のカケ釣り（錨を固定しての釣り）がみられた。 

 （6月） 

 魚群分布状況は St.1～13 までの表・中層にイワシ群と思われる魚群反応がみられた。操業状況は

St.1～2 の間でカケ釣り船 1 隻,St.3 でマルアジ釣り 1 隻,St.4 付近の天然礁でマルアジ釣り 10

隻,St.4～5 の間でカケ釣り 1隻計 13隻の操業船がみられた。 

 （7月） 

  魚群分布状況は St.1～15 の全域の表層で点在がみられた。操業状況は St.1～2 の間でカケ釣り 1

隻,St.2～3 の間でタチウオ釣り 1 隻,St.3 でマルアジ釣り 1 隻,St.5 付近でカケ釣り 1 隻,St.5 付近

でカケ釣り 1隻,St.15 でマルアジ釣り 2隻計 7隻の操業船がみられた。 

 （9月） 

  魚群分布状況は全域の表・中層で点在がみられた。操業状況は St.1～2 の中間付近でマルアジ釣り

3 隻,St.2～3 の中間付近から St.3 付近でタチウオ釣り 4 隻,St.12 付近でマルアジ釣り 1 隻計 8 隻の

操業船がみられた。 

 （10 月） 

 魚群分布状況は全域の中層と底層では St.1～6で少し魚群反応がみられた。操業状況は St.1～2の

中間付近でマルアジ釣り 2 隻,St.3～4 の間でタチウオ釣り 3 隻,西側魚礁区付近でマルアジ釣り 1

隻,St.7 付近でタチウオ釣り 1隻,St.8～9 の間でマルアジ釣り 1隻計 8隻の操業船がみられた。 



－4－ 

 （11 月） 

  魚群分布状況は全域の底・中層で魚群反応がみられた。操業状況はSt.1～2の間でカケ釣り6隻,St.5

付近でカケ釣り 1 隻,St.13 付近でタチウオ釣り 1 隻,St.14 付近でカケ釣りおよび 4 付近の天然礁で

タチウオ釣りが 4隻みられた。 

 （12 月） 

  魚群分布状況は全域の表層から底層にかけてイワシ群と思われる魚群反応がみられた。操業状況は

St.4 付近の天然礁でタチウオ釣りが 4隻みられた。 

 （平成 3年 1月） 

  魚群分布状況は St.10,11,12 の中層付近で多少魚群反応がみられた。操業状況は St.3 でカケ釣り 1

隻,St.5 の中岸魚礁区でカケ釣り 2隻,St.8～9の間でフグ縄船2隻,St.11付近でカケ釣り1隻計 6隻

の操業船がみられた。 

 （2月） 

  魚群分布状況は表層～底層にかけて魚群がみられ,特に St.1～12 の間で強い魚群反応がみられた。

操業状況は St.9 付近でフグ縄船 2 隻,St.11～12 の間でカケ釣り 12 隻,St.14 付近でカケ釣りおよび

ハゲすくい網船各 1隻計 16隻の操業船がみられた。 

 （3月） 

  魚群分布状況は中層で多少魚群反応がみられた。操業船はみられなかった。 

 3) 漁獲状況 

 この魚礁で操業状況を見ると,海況の変化と対象魚種との関に関係がみられ,下り潮で内海系水に

覆われた場合はマルアジ,タチウオ釣りが多く,沖合系水の波及がみられた場合は回遊性の魚種を対

象とする場であると思われる。今後は漁獲量の実態を把握する方法を検討する必要がある。 
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表 1 St.8 における観測結果表 
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表 2 由岐沖人工礁における動物プランクトンの出現状況 

 


